
ケニヤ便り 
新しいコイノニア 
１ヶ月前に、突然コイノニアのために与えられた場所が２０１１年１月から借りれることになりました。 
長い間の祈りが聞かれました。GO サインは突然やってきます。 
１２月９日は皆で大掃除に出かけました。 
床面積１３００平米の掃除をコイノニアの先生とスタッフ、キューナ幼稚園の先生とスタッフが協力し

て大掃除をしました。 
役員会の中には掃除を外注したほうが良いのではないかという意見もありましたが、自分たちでやるこ

とに決めました。赤土の埃が床にはたまり、壁にはくもの巣がたくさんあり、食べこぼしがそのまま干

からびていました。日本のマスクをかけて、まずはごみと埃を履き上げ、次に水と洗剤で床や壁、窓や

棚をこすりました。建物が完成して以来、１５年間まともに使われることがなく、掃除もほとんどされ

ていなかった建物が、生き返りました。 
３５人が５時間かけて一生懸命に磨き上げました。ケニヤではたくさんの人が集まって働くと必ずあち

らこちらで手を休めておしゃべりしている人がいるのは当たり前です。しかし、誰一人として手を休め

てはいませんでした。声を掛け合い水を運び、黙々と床をブラシでこすりました。働きました。驚くべ

き光景でした。 
この建物が与えられたことへの喜びと、ここを用いてコイノニアを続けたいと言うみんなの心が表れて

いました。自分たちの建物だからです。 
外で巻きで炊いたケニヤ風炊き込みご飯のランチは一段と美味しく、ピクニックの様で楽しく、埃まみ

れの室内から、さわやかな外の風が気分を和らげてくれました。冗談を言いながらの楽しいひと時、そ

してまた再び、クモの巣と埃との戦いでした。１０日には荷物を運び入れました。 
１ヶ月前にこの建物を借ることに決めたときは１月の家賃も敷金もありませんでした。しかし、この１

ヶ月に、小さなバザーをしたり、コイノニアの子供たちの絵を用いてクリスマスカードを作って売った

り、また多くの方々の支えによって献金が集められ、必要なお金が与えられました。神様はすでに素晴

らしいクリスマスプレゼントをくださいました。 
神様の御用のためには、主は必要を見てしてくださると信じて２つのことを祈っています。 
１つの祈りはバスです。キバガレから２３キロ、３０分かけて子どもたちを運ばなければなりません。

１月からの新学期までに必要です。 
２つ目の祈りは土地です。新しいコイノニアの学校の隣に土地を売りたい人がいます。全部で７エーカ

ー（８５００坪）７０００万円です。売主は今年中に１０００万円払えば残りは２年以内に支払えばよ

いという条件を出してきました。１０万円の家賃も危うかった私たちに「神様、奇跡を起こしてくださ

い」と祈っています。 
 


